
書
　
　
評

90

平
　
野

正
著

『
中
国
民
主
同
盟
　
の
研
究
』

著
者
は
一
九
七
〇
年
代
初
頭
以
降
、
「
九
二
八
事
変
」
(
「
満
洲
事
変
」
)
か

ら
反
右
派
闘
争
に
至
る
ま
で
の
、
知
識
人
の
展
開
し
た
政
治
運
動
を
主
要
な
分

析
対
象
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
か
か
る
著
者
の
研
究
史
上
に
お
け
る
l

つ
の
到
達
点
が
、
「
中
国
革
命
の
知
識
人
」
(
臼
ヰ
出
版
、
一
九
七
七
年
)
で
あ

ろ
う
。著

者
が
従
来
、
研
究
を
通
じ
て
追
求
し
て
き
た
課
題
は
、
直
接
的
に
は
「
半

植
民
地
・
半
封
建
」
と
呼
ば
れ
る
社
会
状
態
に
お
か
れ
た
中
国
知
識
人
の
.
政
治

活
動
の
主
親
的
意
図
と
客
観
的
役
割
と
の
考
案
、
お
よ
び
中
華
人
民
共
和
国
に

お
け
る
彼
ら
の
政
治
的
存
在
の
あ
り
方
の
解
明
で
あ
り
、
自
ら
の
中
国
知
識
人

論
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
一
つ
の
課
題
は
、
知
識
人
の
政
治
活
動
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
と
も
と
詰
政
治
勢
力
、
諸
階
級
・
階
層
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
統
一
戦
線
運
動
、
l
民
主
主
義
運
動
史
の
全
体
像
に
近
づ
こ
う
と

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
二
つ
の
問
題
設
定
の
背
後
に
は
、
著
者
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
七

〇
年
代
に
お
け
る
日
本
の
統
一
戦
線
運
動
の
課
題
へ
の
強
い
関
心
と
、
文
化
大

水
　
、
羽
　
　
信
　
　
男

革
命
以
降
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
中
国
(
究
極
的
に
は
社
会
主
義
国
家
)

に
お
け
る
民
主
主
義
の
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
企
図
が
存
在
し
て
い
た
。

か
か
る
問
題
意
識
に
支
え
ら
れ
た
著
者
の
十
年
に
亘
る
研
究
は
、
数
々
の
貴
重

な
業
績
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
中
国
共
産
党
(
以
下
、
中
共
と
略
称
)

史
に
等
置
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
中
国
近
現
代
史
像
を
、
再
構
成
す
る
作
業
の
重

要
な
一
環
で
あ
っ
た
。

本
書
は
抗
日
戦
争
期
と
、
そ
れ
に
引
き
つ
づ
く
内
戦
期
二
九
三
九
～
四
九

年
)
に
お
け
る
知
識
人
の
活
動
を
、
中
国
民
主
同
盟
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
中
で
著
名
は
、
知
識
人
の
政
治
活
動
の
「
意
図
と
そ
の
役
割
」
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
要
な
課
題
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
知
識
人
論
の
基
本
的
枠
組
み
は
、
次
の
よ
う
な
も

、

の
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
知
識
人
が
「
中
国
革
命
の
中
で
、
少
な
く
と
も
、
そ

重
あ
る
段
階
で
は
独
立
し
た
政
治
的
力
と
な
り
、
指
導
的
力
と
な
っ
た
」
(
胡

克
峯
)
と
捉
え
た
(
三
頁
)
。
も
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
呉
蛤
の
言
う
知
誠
人

の
二
面
性
　
-
　
「
r
改
革
と
進
歩
を
要
求
す
る
」
側
面
と
、
r
保
守
反
動
に
も
属

す
る
」
側
面
」
の
存
在
を
も
承
認
し
た
(
八
頁
)
。
そ
し
て
、
知
識
人
は
か
か

る
二
面
性
の
う
ち
負
の
側
面
　
-
　
「
〝
上
層
″
　
の
〝
指
導
者
意
識
″
と
し
て
、



評

人
民
大
衆
の
立
場
か
ら
遊
離
す
る
」
傾
向
(
七
頁
)
　
-
　
を
克
服
し
、
中
国
革

命
の
最
終
段
階
に
お
い
て
「
革
命
的
」
・
「
人
民
的
」
立
場
へ
と
移
行
し
て
、

彼
ら
に
与
え
ら
れ
た
歴
史
的
任
麺
を
果
し
え
た
と
捉
え
、
そ
の
「
思
想
的
背
景
」

は
、
彼
ら
な
り
の
民
主
主
義
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
彼
ら

の
民
主
主
義
思
想
の
特
徴
は
、
そ
れ
を
「
普
遍
的
原
理
」
と
し
て
捉
え
る
よ
り

も
、
「
政
治
制
度
」
の
側
面
に
力
点
を
お
い
て
捉
え
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
そ

れ
は
、
中
国
知
識
人
の
民
主
主
義
思
想
が
「
民
族
の
独
立
と
い
う
民
族
的
自
立

と
民
族
的
自
覚
を
最
大
の
契
機
と
す
る
民
主
主
義
の
思
想
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
、
r
民
族
独
立
に
む
か
っ
て
突
進
す
る
過
程
で
出
乱
し
た

民
主
主
義
ヒ
思
想
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
(
四
二
四
頁
)
。
著
名
は
、

知
識
人
が
民
族
の
危
機
と
い
う
状
況
の
中
で
、
救
国
を
第
一
の
課
題
と
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
認
識
す
る
に
至
り
、
こ
れ
が
彼
ら
の
民
主
主
義
思
想
の
基
本
内

容
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
以
上
、
序
章
お
よ
び
終
章
)
。
・

本
書
の
本
論
部
分
で
は
、
知
識
人
が
自
ら
の
負
の
側
面
を
い
か
に
克
服
し
、

「
革
命
的
」
・
「
人
民
的
」
立
場
へ
と
移
行
し
た
か
が
、
す
な
わ
ち
知
識
人
が

「
中
国
新
民
主
主
義
革
命
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
的
使
命
と
政
治

的
役
割
に
相
応
す
る
責
務
を
果
」
す
(
四
一
五
頁
)
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
当

該
時
期
の
政
治
情
勢
の
変
遷
と
の
関
連
で
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
次

に
本
論
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。

本
書
の
車
別
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

第
一
章
　
中
間
派
小
党
派
組
織
の
結
成

第
二
章
　
中
国
民
主
同
盟
の
成
立

第
三
章
　
戦
後
情
勢
と
中
国
民
主
同
盟

書
　
第
四
章
　
政
治
協
商
会
議
路
線
の
擁
護
.

第
五
皐
　
中
国
民
主
同
盟
の
政
治
的
転
換

第
六
章
　
革
命
情
勢
の
進
展
と
中
富
民
主
同
盟

第
七
章
　
中
国
民
主
同
盟
の
組
織
的
性
格

終
章

二

一
九
三
九
年
秋
、
国
民
党
の
反
動
化
に
対
し
て
第
一
次
憲
政
連
動
が
展
開
さ

れ
た
。
国
民
党
は
憲
政
の
実
現
を
言
明
す
る
一
▼
・
方
で
、
憲
政
連
動
を
弾
圧
し
消

滅
さ
せ
た
。
こ
の
過
程
で
「
国
内
の
政
治
勢
力
の
団
結
と
虻
主
主
義
的
体
制
の
ノ

実
現
」
を
共
通
の
政
治
要
求
と
し
、
l
国
民
参
政
会
の
参
政
員
の
み
を
も
っ
て
構

成
さ
れ
る
統
一
建
国
同
志
会
が
成
立
し
た
。
こ
の
小
党
派
の
「
結
集
体
」
た
る

同
志
会
の
弱
点
は
、
国
民
党
に
対
す
る
対
決
姿
勢
に
欠
け
「
国
民
党
と
そ
の
政

府
の
主
張
に
対
し
て
完
全
に
独
立
し
た
立
場
に
立
ち
え
」
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

そ
れ
は
「
中
間
派
」
が
「
第
三
の
政
治
勢
力
と
し
て
成
熟
し
え
て
」
い
な
か
っ

た
こ
と
に
起
因
し
、
民
主
主
義
の
実
現
を
大
衆
連
動
を
通
じ
て
実
現
し
よ
う
と

せ
ず
、
↓
狭
い
党
派
的
観
点
を
主
要
な
立
場
に
し
て
い
た
こ
と
」
と
か
か
わ
っ

て
い
た
一
(
二
四
頁
)
。
・
結
局
、
同
志
会
は
「
形
は
あ
っ
て
も
実
休
の
な
い
も
の

と
し
て
終
」
　
っ
た
(
二
五
頁
)
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
同
志
会
を
民
主
同

盟
の
「
組
織
的
前
身
」
と
み
な
し
た
。
そ
れ
は
、
著
者
が
民
主
同
盟
を
、
「
抗

日
民
族
統
一
戦
線
の
な
か
か
ら
生
れ
た
r
抗
日
と
民
主
主
義
」
を
要
求
す
る
国

共
両
党
以
外
の
諸
政
治
勢
力
の
結
集
体
」
と
定
義
し
二
二
頁
)
、
同
志
会
の

成
立
を
統
一
戦
線
下
の
政
治
的
変
化
の
表
わ
れ
と
み
な
し
て
、
「
中
国
民
衆
の

政
治
的
成
長
を
し
め
す
も
の
」
と
捉
え
た
こ
と
に
よ
る
(
二
五
頁
)
。

四
一
年
三
月
、
一
国
共
関
係
の
緊
張
と
、
国
民
党
一
党
専
制
支
配
体
制
の
強
化

と
い
う
現
実
に
対
応
し
、
抗
戦
体
制
を
防
衛
す
る
た
め
、
同
志
会
に
か
わ
っ
て

民
主
政
団
同
盟
が
成
立
し
た
4
政
団
同
盟
は
「
中
間
派
の
小
党
派
の
独
自
の
へ
　
9
1

国
民
党
権
力
か
ら
独
立
し
た
組
織
」
　
で
あ
り
±
二
〇
頁
)
、
民
主
化
の
た
め
に



独
自
な
政
治
主
張
を
う
ち
出
す
な
ど
、
同
志
会
に
比
べ
て
進
歩
的
な
側
面
を
も

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
国
民
党
の
専
制
支
配
体
制
の
強
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
民
主
主
義
的
な
力
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」

二
二
九
頁
)
。
し
か
し
、
政
団
同
盟
も
、
救
国
会
派
を
排
除
し
て
結
成
さ
れ
た

こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
「
大
衆
的
な
組
織
で
は
な
く
「
上
層
」
　
の
一
部
の
政

治
指
導
者
の
　
「
政
客
」
的
な
活
動
を
も
っ
て
主
要
な
活
動
方
向
、
活
動
内
容
と

し
て
い
た
」
(
三
九
頁
)
。
.
そ
れ
故
、
唯
一
国
共
の
衝
突
回
避
に
若
干
の
役
割
を

果
し
た
の
み
で
、
活
動
地
香
港
の
陥
落
と
国
民
党
の
攻
撃
に
よ
っ
て
潰
え
さ
っ

た
(
以
上
、
第
一
牽
)
。

四
三
年
秋
以
降
の
第
二
次
憲
政
運
動
に
は
「
民
族
資
本
家
階
級
」
も
参
加
し

た
た
め
、
「
社
会
の
雰
囲
気
全
休
が
大
き
く
変
化
し
は
じ
め
た
」
(
五
四
頁
)
。

こ
の
運
動
の
過
程
で
、
思
想
的
変
化
を
と
げ
た
知
識
人
の
活
動
が
活
発
と
な
り
、

「
中
間
漁
の
新
し
い
部
分
-
1
救
国
会
派
な
ど
に
代
表
さ
れ
、
民
主
主
義
運
動

を
大
衆
的
に
展
開
し
て
来
た
部
分
」
(
六
七
頁
)
を
含
ん
だ
組
織
と
し
て
、
四

四
年
九
月
民
主
同
盟
が
成
立
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
①
民
主
主
義
運
動
を
す
す

め
で
き
た
活
動
家
の
個
人
と
し
て
の
加
盟
を
承
認
し
た
こ
と
、
◎
国
民
党
一
党

専
制
支
配
体
制
に
か
わ
る
民
主
的
政
治
体
制
樹
立
を
要
求
し
た
こ
と
(
こ
の
点

に
関
し
て
は
同
盟
内
部
に
意
寛
の
相
違
が
存
在
し
た
)
な
ど
の
諸
点
に
お
い
て
、

政
団
同
盟
に
比
べ
て
よ
り
「
人
民
的
な
性
格
」
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

民
主
同
盟
は
「
人
民
の
要
求
に
基
礎
を
お
く
組
織
と
し
て
自
己
を
確
立
し
た
」

〓
ハ
四
頁
)
。
四
五
年
に
入
る
と
民
主
勢
力
に
と
っ
て
は
、
抗
戦
勝
利
後
の
展

望
と
構
想
と
も
関
連
し
て
、
国
民
党
の
「
国
民
大
全
」
と
対
決
す
る
必
要
が
生

じ
た
。
か
か
る
課
題
に
対
し
て
民
主
同
盟
は
素
早
く
対
応
し
た
。

こ
う
し
て
、
民
主
主
義
体
制
の
樹
立
を
共
通
の
目
標
と
す
る
統
一
戦
線
を
形

成
し
う
る
可
能
性
が
生
れ
た
抗
戦
最
終
段
階
に
お
い
て
、
民
主
同
盟
は
「
民
族

統
一
戦
線
か
ら
民
族
民
主
統
一
戦
線
へ
の
転
化
」
に
「
き
わ
め
て
大
き
な
」
「
指

導
的
な
役
割
」
を
具
し
た
(
八
四
頁
)
。
と
こ
ろ
が
、
民
主
同
盟
に
は
政
団
同

盟
が
も
っ
て
い
た
「
小
党
派
の
連
合
体
」
と
し
て
の
性
格
も
存
続
し
て
お
り
」

同
盟
総
部
で
は
旧
来
の
小
党
派
指
導
者
が
中
心
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。
一
.

方
、
雲
南
支
部
一
(
昆
明
)
に
は
「
民
主
運
動
の
な
か
か
ら
成
長
し
て
き
た
民
主

活
動
家
」
(
八
〇
頁
)
が
結
集
し
て
い
た
(
以
上
、
第
二
章
)
。

抗
戦
勝
利
後
の
国
民
党
専
制
支
配
体
制
の
維
持
は
、
そ
の
批
判
勢
力
の
成
長

ゆ
え
に
、
「
本
質
に
お
い
て
内
戦
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
」
も
の
で
あ
り
、
民

主
主
義
を
求
め
れ
ば
反
内
戦
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
(
九
二
頁
)
。
と

こ
ろ
が
、
民
主
同
盟
内
に
は
反
内
戦
を
主
張
し
つ
つ
も
、
1
国
民
党
の
政
策
に
幻

想
を
も
つ
青
年
党
な
ど
小
党
派
の
代
表
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
(
四
川
省
中

心
)
と
、
国
民
党
の
本
質
を
捉
え
、
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
中
共
党
員
を

含
む
急
進
派
グ
ル
ー
プ
(
雲
南
省
中
心
)
と
い
う
相
異
な
る
二
つ
の
政
治
グ
ル
ー

プ
が
存
在
し
て
い
た
。
両
者
は
、
戦
後
の
民
主
化
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と

い
う
状
況
下
で
開
か
れ
た
四
五
年
一
〇
月
の
臨
時
全
国
代
表
者
大
会
に
お
い

て
、
民
主
同
盟
の
性
格
と
任
務
に
関
し
て
、
指
導
権
争
い
と
も
言
う
べ
き
論
争

を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
大
会
は
反
内
戦
・
民
主
主
義
の
実
現
と
い
う
当
面
の

要
求
で
一
致
し
、
組
織
的
な
結
集
と
政
治
的
統
一
を
と
け
た
。
こ
こ
で
示
さ
れ

た
政
治
的
立
場
は
「
自
由
主
義
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
(
=
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
)
の
立
場
」
で
も
あ
っ
た
二
　
二
一
頁
)
。
こ
う
し
て
民
主
同
盟
は
、
国

民
党
の
一
党
専
制
支
配
に
対
す
る
闘
争
の
担
い
手
の
⊥
勢
力
と
し
て
、
「
中
間

派
」
(
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
の
一
部
と
小
プ
ル
屑
)
を
広
く
結
集
し
う
る

組
織
と
な
っ
た
。

し
か
し
臨
時
大
会
で
左
舜
生
(
同
盟
容
記
長
)
　
の
権
限
を
削
減
さ
れ
た
青
年

党
の
指
導
者
勢
力
は
、
大
会
後
同
盟
か
ら
鑑
脱
し
た
。
そ
れ
は
「
中
共
の
影
響

下
に
あ
る
無
党
派
の
知
識
人
活
動
家
が
、
同
盟
の
中
心
に
な
っ
て
行
く
こ
と
を

可
能
に
し
」
(
一
一
五
頁
)
、
同
盟
の
組
織
的
・
思
想
的
純
化
を
も
た
ら
し
た
。
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「
二
一
二
惨
案
」
は
国
民
党
の
反
動
性
を
強
く
印
象
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

民
主
同
盟
は
、
四
六
年
一
月
の
政
治
協
商
会
議
を
通
じ
て
、
政
治
の
民
主
化
と

平
和
的
方
向
と
に
よ
る
改
革
の
道
を
追
求
し
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
で
民
主
同

盟
は
高
い
政
治
的
評
価
を
受
け
た
が
、
民
衆
レ
ゲ
エ
.
ル
で
の
活
動
を
充
分
に
展

開
で
き
ず
、
政
協
以
後
、
独
自
の
政
治
路
線
・
組
織
方
針
を
う
ち
出
せ
な
か
っ

た
。
そ
れ
故
、
民
主
同
盟
は
、
生
れ
つ
つ
あ
っ
た
民
主
主
義
実
現
の
可
能
性
を

現
実
化
す
る
指
導
的
な
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
(
以
上
、
第
三
章
)
。

四
六
年
春
以
降
、
政
協
決
議
を
擁
護
す
る
中
共
、
国
民
党
内
の
民
主
派
、
民

主
同
盟
な
ど
の
民
主
勢
力
と
蒋
介
石
国
民
党
=
反
民
主
勢
力
と
の
対
立
が
、
東

北
問
題
を
め
ぐ
っ
て
激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
東
北
内
戦
が
拡
大
し
て
い

く
中
で
、
民
主
同
盟
内
部
で
は
、
広
汎
で
強
力
な
大
衆
運
動
に
よ
っ
て
蒋
介
石

・
国
民
党
と
対
決
し
、
内
戦
反
対
・
国
内
和
平
実
現
と
い
う
政
治
要
求
を
達
成

し
ょ
う
と
す
る
思
想
が
成
長
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
①
当
時
、
蒋
介
石
の
政
協

決
議
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
瞭
に
な
っ
た
こ
と
、
◎
内
戦
が
民
衆
の

生
活
を
強
く
圧
迫
し
は
じ
め
た
こ
と
、
③
五
月
以
降
の
労
働
運
動
・
争
議
の
高

揚
が
、
民
衆
の
反
抗
が
国
民
党
の
支
配
を
覆
し
う
る
と
い
う
認
識
を
知
識
人
に

与
え
る
「
契
機
」
と
な
っ
た
こ
と
、
に
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
当
時
に
お
い
て

も
、
「
小
党
派
の
連
合
体
」
と
個
人
加
盟
と
い
う
組
織
の
「
二
重
性
」
を
反
映

し
、
個
人
加
盟
同
盟
員
の
展
開
し
た
民
衆
と
結
合
し
民
衆
を
組
織
し
よ
う
と
す

る
動
き
と
は
別
に
、
小
党
派
の
指
導
者
に
よ
る
「
上
層
」
の
国
共
調
停
工
作
を

続
け
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
も
併
存
し
て
い
た
。

四
六
年
六
月
以
降
、
民
衆
運
動
の
指
導
者
た
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
民

主
同
盟
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
も
含
ん
だ
反
内
戦
運
動
を
ど
の
よ
う
な
方
向

へ
い
か
に
組
織
し
て
い
く
か
、
と
い
う
課
題
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
相
異
な
る
立

場
が
表
明
さ
れ
、
そ
の
後
、
二
つ
の
政
治
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
た
。
一
つ
は
、
「
第
三
勢
力
論
」
・
「
中
間
派
論
」
を
掲
げ
、
国
共
両

党
か
ら
の
独
自
性
を
強
調
し
て
「
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
理
念
と
そ
の
階
級

的
利
益
に
も
と
.
つ
い
た
r
平
和
的
改
良
の
道
」
を
、
そ
の
政
治
路
線
と
し
て
追

求
し
て
い
く
」
人
び
と
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
「
r
民
衆
」
の
立
場
に
立
っ
て
、

r
民
主
主
義
」
の
実
現
を
、
そ
の
政
治
路
線
と
し
て
追
求
し
て
い
く
」
人
び
と

で
あ
っ
た
(
二
一
四
頁
)
。

ま
た
、
民
主
同
盟
は
、
米
国
二
国
民
党
を
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
の

同
盟
抱
き
込
み
工
作
で
あ
る
.
一
一
月
の
「
国
民
大
会
」
を
拒
否
す
る
態
度
を
組

織
と
し
て
貰
ぬ
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
部
の
保
守
的
な
指
導
者
は
動
揺
し
た
。

そ
れ
は
、
民
主
同
盟
に
、
そ
の
欠
陥
(
大
衆
的
基
盤
の
な
さ
、
小
党
派
の
指
導

者
の
「
独
断
的
・
非
組
織
的
な
活
動
」
に
影
響
さ
れ
る
傾
向
等
)
を
い
か
に
克

服
す
る
か
、
と
い
う
課
題
を
つ
き
つ
け
た
。
(
以
上
、
第
四
章
)
。

「
国
民
大
会
」
以
後
も
国
民
党
は
民
主
勢
力
に
対
す
る
切
崩
し
工
作
を
お
こ

な
う
と
と
も
に
、
「
上
海
露
天
商
事
件
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
か
か
る
新
た
な

情
況
を
踏
ま
え
、
民
主
同
盟
内
部
で
は
、
四
六
年
六
月
以
降
、
「
中
間
派
論
」

を
め
ぐ
つ
一
て
形
成
さ
れ
て
き
た
二
つ
の
政
治
グ
ル
ー
プ
の
間
に
、
二
中
全
会
へ

向
け
て
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
論
争
の
対
立
点
は
、
臨
時
大
会
時
に
お
け

る
よ
う
に
、
民
主
同
盟
を
大
衆
運
動
と
結
び
つ
く
も
の
に
す
る
の
か
、
あ
る
い

は
「
国
共
間
の
中
間
の
単
純
な
」
「
小
党
派
の
連
合
体
」
㍉
こ
す
る
の
か
、
.
と
い

う
点
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
論
争
は
、
「
民
族
プ
ル
ジ
▼
コ
ア
ジ
ー
」
を

中
核
と
し
、
「
中
間
派
論
」
を
主
張
し
て
「
平
和
と
民
主
主
義
の
実
現
を
閉
っ

た
と
し
て
も
、
国
民
党
政
府
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
国
共
の
妥

協
、
調
停
に
よ
る
内
戦
の
停
止
」
を
最
大
の
目
標
と
す
る
人
び
と
と
、
勤
労
人

民
を
基
盤
と
し
、
平
和
と
民
主
主
義
の
実
現
の
た
め
に
国
民
党
の
打
倒
を
も
目

標
と
す
る
人
び
と
と
の
問
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
(
二
五
八
頁
)
。
か
か

る
思
想
情
況
の
中
で
、
す
で
に
「
自
覚
的
な
個
人
加
盟
の
同
盟
員
を
主
体
と
し

た
統
一
的
な
組
織
体
と
し
て
基
本
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
」
民
主
同
盟
は
(
二
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七
二
頁
)
、
四
七
年
一
月
の
二
中
全
会
に
お
い
て
、
個
人
加
盟
に
一
体
化
す
る

な
ど
の
組
紐
改
革
を
行
な
う
等
、
「
人
民
大
衆
と
結
合
す
る
と
い
う
新
し
い
方

針
を
確
立
し
た
」
。
こ
の
こ
と
は
、
「
国
民
党
支
配
地
区
に
お
け
る
都
市
の
大
衆

的
民
主
連
動
の
主
体
の
確
立
を
う
な
が
し
、
こ
れ
以
後
の
民
衆
運
動
が
発
展
し

高
揚
す
る
契
機
と
な
っ
た
」
(
二
七
四
頁
)
。
ま
さ
に
、
二
中
全
会
の
意
義
は
「
第

三
者
の
調
停
者
と
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」
　
の
で

あ
る
(
二
七
〇
頁
)
。
し
か
し
二
中
全
会
は
、
同
盟
を
「
独
立
の
吃
立
し
た
政

治
団
体
で
あ
り
つ
づ
け
る
」
と
も
位
置
づ
け
た
(
同
上
)
。
.
中
国
の
平
和
的
変

革
を
求
め
る
と
い
う
思
想
は
、
「
中
間
層
の
最
大
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
三
月
の
「
反
飢
餓
反
内
戦
」
運
動
の
さ
な
か
、
ま

た
も
や
「
中
間
派
論
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
二
中

全
会
を
経
た
同
盟
は
総
体
と
し
て
さ
ほ
ど
動
揺
し
な
か
っ
.
た
。

し
か
し
、
国
民
党
に
よ
る
国
民
参
政
会
の
開
催
と
い
う
平
和
攻
勢
と
抑
圧
に

対
応
し
て
.
、
民
主
同
盟
は
五
月
の
国
民
参
政
会
に
参
加
し
、
「
中
間
派
」
と
し

て
の
欠
陥
を
も
っ
と
も
極
端
な
形
で
露
呈
し
た
。
そ
れ
は
、
「
r
合
法
的
」
・
r
中

立
的
」
な
政
治
路
線
」
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
「
基
本
的
性
格
」
で
あ
っ
た
。

一
方
、
国
民
党
は
、
五
月
以
降
直
接
の
敵
対
者
と
み
な
し
て
き
た
民
主
同
盟
を
、

一
〇
月
に
非
合
化
し
た
。
そ
の
「
決
定
的
瞬
間
」
に
、
政
治
路
線
上
中
共
と
一

致
し
て
い
た
香
港
の
南
方
総
支
部
と
著
し
.
い
対
照
を
示
王
「
基
本
的
に
改
良

主
義
の
立
場
に
立
」
　
っ
て
い
た
同
盟
総
部
は
、
「
民
主
同
盟
の
戦
闘
的
な
歴
史
」

か
ら
逸
脱
し
た
(
三
「
二
～
三
頁
、
以
上
第
五
章
)
。

非
合
法
化
さ
れ
た
民
主
同
盟
は
南
方
総
支
部
を
中
心
に
再
建
さ
れ
、
四
八
年

一
月
香
港
に
お
い
て
三
中
全
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
民
主
同
盟
は
、
・

政
治
路
線
上
「
中
国
共
産
党
の
当
面
の
方
針
と
完
全
に
一
致
」
し
た
(
三
二
八

頁
)
。
同
時
に
、
組
織
路
線
と
し
て
は
、
地
下
活
動
を
も
含
む
集
団
指
導
体
制

を
目
指
し
、
〝
民
主
集
中
制
″
に
基
づ
く
「
政
党
化
」
の
方
向
を
う
ち
出
し
た
。

そ
し
て
、
あ
る
べ
き
統
一
戦
線
の
方
向
と
内
容
と
し
て
、
組
織
工
作
の
対
象
を

労
農
大
衆
に
お
く
な
ど
の
諸
点
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
三
中
全
会
は
中
共
の
武

装
闘
争
も
公
然
と
承
認
し
た
。
こ
う
し
て
民
主
同
盟
は
国
民
党
・
米
国
に
よ
る

抱
き
込
み
政
策
(
「
自
由
主
義
者
論
」
)
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
中
共
の

指
導
権
を
承
認
す
る
立
場
も
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
か
か
る
「
理
論
的
前
進
」

は
、
四
八
年
以
降
の
.
「
都
市
に
お
け
る
革
命
情
勢
の
出
現
」
を
客
観
的
背
景
と

し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
、
な
か
、
国
民
党
は
四
月
に
「
国
民
大
会
」
を
開
催
し
て
、

そ
れ
に
基
づ
く
「
偽
り
の
〝
民
主
的
″
政
府
」
を
樹
立
し
た
。
一
方
、
中
共
は

五
月
に
「
新
政
協
開
催
」
を
呼
び
か
け
た
。
民
主
同
盟
は
こ
の
呼
び
か
け
に
積

極
的
に
対
応
し
、
新
政
協
を
、
中
共
の
指
葛
権
を
承
認
し
革
命
的
詩
階
級
の
連

合
を
基
本
と
す
る
「
過
渡
的
な
権
力
機
関
=
革
命
権
力
」
と
し
て
認
識
し
た
。

そ
し
て
、
各
階
級
・
階
層
の
当
面
す
る
要
求
に
基
づ
く
大
衆
運
動
を
新
政
協
運

動
と
捉
え
た
。
.
当
時
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
も
含
ん
だ
落
政
権
打
倒
、
新
政
協

樹
立
を
目
指
す
大
衆
運
動
の
展
開
は
、
「
ま
さ
に
統
一
戦
線
の
客
観
的
情
勢
」
.

の
成
熟
と
呼
ぶ
.
へ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

四
九
年
か
ら
五
四
年
に
至
る
過
程
で
樹
立
さ
れ
た
政
府
は
、
実
質
的
に
「
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
社
会
主
義
的
な
政
府
」
　
で
あ
り
、
民
主
人
士
の
共
通

し
て
考
え
た
「
革
命
的
階
級
の
連
合
独
裁
」
と
い
う
性
格
を
も
つ
国
家
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
四
八
年
以
降
、
新
政
協
を
実
質
的
な
「
臨
時
の

人
民
代
表
大
会
」
と
位
置
.
つ
け
て
い
っ
た
中
共
と
、
「
近
代
民
主
主
義
」
の
形

式
を
重
視
し
た
民
主
人
士
と
の
、
認
識
の
相
違
に
起
因
し
て
い
た
(
以
上
、
第

六
幸
)
。

か
か
る
過
程
を
経
て
発
展
し
た
民
主
同
盟
の
組
織
的
性
格
は
、
三
中
全
会
以

降
、
「
「
中
間
層
」
の
ル
ト
ズ
な
組
織
か
ら
」
、
「
政
党
化
」
の
道
を
歩
み
は
じ
め

た
。
し
か
し
、
「
政
党
」
　
へ
の
組
織
路
線
を
明
確
に
掲
げ
な
が
ら
も
、
民
主
同
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評
盟
は
中
共
の
「
組
織
的
指
導
」
が
強
め
ら
れ
る
中
で
、
四
九
年
一
二
月
の
四
中

全
会
に
お
い
て
、
「
進
歩
的
・
民
主
的
中
間
層
の
独
自
の
、
独
立
し
た
組
織
で

は
な
く
な
」
り
、
「
中
共
の
指
導
下
に
あ
る
知
識
人
を
主
体
と
し
た
大
衆
的
な

一
外
郭
組
織
と
な
っ
た
」
(
四
二
二
頁
)
。
そ
し
て
、
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
の

な
か
で
「
民
主
同
盟
の
中
共
の
指
導
か
ら
の
政
治
的
自
由
と
組
織
的
独
立
を
求

め
る
動
き
が
圧
殺
さ
れ
た
時
、
民
主
同
盟
の
性
質
と
本
質
に
つ
い
て
の
議
論
は
.

最
終
的
に
終
焉
し
、
同
時
に
ま
た
中
国
の
民
主
主
義
を
求
め
る
民
主
党
派
の
運

動
も
最
終
的
に
終
束
し
た
の
で
あ
っ
た
」
(
四
一
四
頁
)
。
つ
ま
り
、
民
主
同
盟

お
よ
び
民
主
主
義
運
動
は
、
「
階
級
的
基
盤
の
あ
い
ま
い
さ
と
、
中
国
社
会
の

後
進
性
と
そ
こ
で
の
革
命
の
重
圧
の
前
に
潰
え
去
ら
ざ
る
を
え
な
い
運
命
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ
る
」
(
四
一
五
頁
、
以
上
第
七
章
)
。

三

.
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、
最
初
に
紹
介
し
た
著
者
の
中
国
知
識
人
論
が
構
築

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
本
書
に
対
す
る
若
干
の
感
想
を
付
け
加
え
て

お
き
た
い
。
従
来
、
中
国
に
お
い
て
も
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
、
民
主
同
盟

そ
の
も
の
を
、
本
格
的
に
取
り
あ
げ
た
も
の
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

民
主
同
盟
の
歴
史
を
「
中
国
革
命
の
傍
流
」
と
捉
え
、
そ
の
政
治
的
役
割
を
軽

視
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
.
そ
の
中
で
著
名
の
一
連
の
業
績
を
除
く
と
、
民
主

同
盟
を
主
要
な
分
析
課
題
と
し
た
も
の
に
は
、
菊
池
貴
暗
「
中
国
革
命
に
お
け

る
第
三
勢
力
の
成
立
と
展
開
」
(
r
講
座
中
国
近
現
代
史
」
第
七
巻
【
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
八
年
〕
所
収
)
、
・
お
よ
び
呂
偉
俊
・
李
遅
武
「
新
民
主
主
義

革
命
時
期
的
中
国
民
主
同
盟
」
(
r
斉
魯
学
刊
」
一
九
八
一
年
第
三
期
)
　
-
ト
こ

の
論
文
は
著
者
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
た
(
「
立
命
館
法
学
」
一
七
〇
号
、
一
九

(
1
)

書
　
八
三
年
)
　
-
な
ど
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

菊
池
氏
は
前
掲
論
文
で
」
第
三
勢
力
を
国
共
両
党
の
中
間
に
立
つ
政
治
勢
力

と
み
な
し
、
そ
の
成
立
の
画
期
を
、
武
漢
国
民
党
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
以
後
の

第
三
党
の
成
立
に
求
め
た
。
そ
し
て
、
第
三
勢
力
は
、
「
第
三
党
↓
救
国
会
派

l
民
主
同
盟
」
の
系
譜
で
捉
え
ら
れ
る
と
し
た
。
か
か
る
菊
池
氏
の
見
解
に
対

し
て
著
者
は
、
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
と
の
政
治
情
況
の
質
的
差
異
を
強
調
し
、

三
五
、
三
六
年
の
抗
日
救
国
運
動
に
第
三
勢
力
の
起
源
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
.

菊
池
氏
以
上
に
、
国
共
の
団
結
に
努
力
し
大
衆
的
な
政
治
要
求
を
掲
げ
た
第
三

潮
力
の
「
中
国
政
治
に
果
し
た
歴
史
的
・
積
極
的
な
役
割
」
を
高
く
評
価
し
よ

う
と
し
て
い
る
(
「
中
国
の
〝
第
三
勢
力
″
の
系
譜
を
ど
こ
に
も
と
め
る
か
」
r
中

国
研
究
」
九
九
号
、
一
九
七
七
年
、
お
よ
び
本
書
二
五
頁
註
川
参
照
。
.
な
お
」

菊
池
氏
は
前
掲
論
文
以
降
も
、
民
族
・
民
主
勢
力
の
研
究
を
進
め
つ
つ
あ
っ
た

が
、
昨
年
死
去
さ
れ
た
。
か
か
る
形
で
両
氏
の
論
争
が
終
了
し
た
の
は
、
誠
に

残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
)
。

ま
た
、
.
呂
・
李
論
文
は
革
命
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
「
民
盟
が
い
か
に
し
て

中
間
の
道
か
ら
新
民
主
主
義
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
っ
た
か
を
研
究
す
る
こ

と
」
を
目
指
し
、
民
主
同
盟
が
l
「
中
国
共
産
党
の
補
助
的
な
同
盟
者
」
、
す
な

わ
ち
中
共
指
導
下
に
お
け
る
一
外
郭
団
体
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
高
く
評
価

し
た
。
こ
の
点
に
閑
し
、
著
者
は
民
主
同
盟
が
中
共
に
対
し
て
組
織
的
に
は
‥

対
等
・
l
平
等
・
独
立
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
〝
あ
る
べ
き
姿
〃
と
想
定
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
4

こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
民
主
同
盟
の
政
治
的
力
量
を
知
識
人
の
政
治
的
成
熟

度
を
考
慮
せ
ず
に
軽
視
す
る
見
解
を
し
り
ぞ
け
」
同
盟
の
独
自
な
政
治
的
役
割

を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
か
か
る
著
者
の
精
緻
な
実
証
に
基
づ
い
た
本
書

は
、
中
国
近
現
代
史
研
究
史
上
に
新
た
な
一
頁
を
拓
い
た
も
の
と
言
え
る
。
著

者
が
こ
の
よ
う
な
業
績
を
生
み
出
し
え
た
最
大
の
要
因
は
、
政
治
情
況
の
変
化

を
充
分
に
跨
え
つ
つ
、
「
民
主
同
盟
の
方
針
と
活
動
の
出
て
来
る
必
然
性
を
、

民
主
同
盟
の
内
部
に
深
く
立
ち
入
っ
て
分
析
し
、
解
明
す
る
こ
と
」
を
自
ら
の
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課
題
と
し
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
(
呂
・
李
論
文
邦
訳
へ
の
「
解
説
」
五
六
八

頁
)
。
な
お
、
本
書
巻
末
の
「
史
料
説
明
」
は
簡
に
し
て
要
を
待
て
お
り
、
今

後
の
研
究
の
一
助
と
な
る
。

と
は
い
え
、
私
は
個
別
的
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
本
書
に
お
け
る
救
国
会
派

へ
の
評
価
が
〝
一
貫
″
　
し
て
い
な
い
こ
と
に
、
疑
問
を
い
だ
い
て
い
る
。
著
者

は
民
主
同
盟
の
「
政
治
的
潮
流
と
し
て
の
前
身
」
を
一
九
三
五
年
以
降
の
救
国

会
運
動
に
求
め
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
に
お
け
る
救
国
会
派
の
役
割
を

高
く
評
価
し
た
。
ま
た
、
抗
戦
・
内
戦
期
に
お
け
る
救
国
会
派
も
高
く
評
価
し
、

彼
ら
を
「
人
民
的
な
性
格
」
を
も
っ
た
民
主
人
士
と
捉
え
て
い
る
。
か
か
る
評

価
の
一
方
で
著
者
は
、
四
五
年
末
に
お
け
る
沈
釣
偶
の
救
国
会
組
織
の
建
て
直

し
を
左
舜
生
、
黄
炎
培
ら
の
「
分
散
的
な
独
立
の
動
き
」
と
同
列
に
扱
い
、
こ

の
よ
う
な
動
向
一
般
を
民
主
同
盟
の
「
崩
壊
現
象
」
と
み
な
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
点
を
「
民
主
主
義
の
実
現
の
可
能
性
が
生
れ
つ
つ
あ
っ
た
も
っ
と
も
好
ま

し
い
時
期
に
、
民
主
同
盟
が
民
衆
の
要
求
を
積
極
的
に
組
織
す
る
う
え
で
指
導

的
役
割
を
果
し
え
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
」
と
し
て
い
る
二
五
五
～
六
頁
)
。

し
か
し
、
沈
釣
儒
ら
の
活
動
こ
そ
、
「
小
党
派
の
連
合
体
」
と
し
て
の
性
格

を
も
有
し
た
民
主
同
盟
を
下
か
ら
支
え
る
大
衆
的
基
盤
の
形
成
に
役
立
ち
、
「
人

民
的
な
性
格
」
を
持
っ
た
彼
ら
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
同
盟
内
部
で
確
立
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
の
行
動
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
方
も
充
分
成
り
立
ち
う
る
。
事

実
、
周
天
度
氏
は
当
時
の
救
国
会
派
の
任
務
が
、
中
間
路
線
を
歩
む
民
主
同
盟

を
内
部
か
ら
左
債
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
捉
え
、
そ
の
活
動
を
革
命
史
の

立
場
か
ら
高
く
評
価
し
て
い
る
(
「
救
国
全
史
略
」
同
綜
r
救
国
会
し
〔
中
国
社

会
科
学
出
版
社
∵
一
九
八
一
年
〕
所
収
)
。
周
氏
の
評
価
が
そ
の
ま
ま
妥
当
性

を
も
つ
か
否
か
は
さ
て
お
き
、
救
国
会
派
の
政
治
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
一
度

ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
評
価
の
〝
不
整
合
〃
が
生
じ
た
要
因
は
、
.
お
そ
ら
く
著
者
が
、

民
主
同
盟
に
課
せ
ら
れ
た
民
主
主
義
の
実
現
と
い
う
当
面
の
課
題
と
、
中
国
の

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
達
成
と
い
う
当
時
の
究
極
的
な
政
治
課
題
と
の

結
合
の
仕
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
戦
術
レ
ゲ
エ
ル
ま
で
掘
り
下
げ
て
考
察
し

て
お
ら
ず
、
同
盟
内
部
の
各
政
治
グ
ル
ー
プ
の
指
導
権
争
い
の
過
程
を
、
か
か

る
考
察
に
基
づ
い
て
叙
述
し
て
い
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
に
対
し
て
は
す
で
に
、
毛
里
和
子
氏
の
貴
重
な
問
題
提
起

を
含
む
書
評
が
あ
る
(
r
史
学
雑
誌
」
九
三
編
一
二
号
、
一
九
八
四
年
)
が
、

そ
の
中
で
毛
里
氏
は
、
著
者
が
三
〇
年
代
半
ば
の
全
教
連
と
四
〇
年
代
後
半
の

民
主
同
盟
と
を
「
ダ
ブ
ら
せ
て
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
述
.
へ
、
両

者
に
諜
せ
ら
れ
た
政
治
課
題
と
当
該
時
期
の
政
治
情
況
の
差
異
を
指
摘
し
て
、

「
全
救
連
モ
デ
ル
を
四
〇
年
代
後
半
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で

は
な
か
ろ
う
」
と
批
判
し
た
。
し
か
し
、
私
に
は
著
者
が
、
三
〇
年
代
半
ば
と

四
〇
年
代
後
半
と
の
歴
史
情
況
の
差
異
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な

い
。
著
者
は
、
単
に
民
主
同
盟
が
全
教
遵
同
様
、
大
衆
的
基
盤
を
も
つ
た
め
に

努
力
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
い
。
も
し
、
民
主
同
盟
と
全
教
連

と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
か
れ
た
歴
史
的
条
件
の
差
異
に
注
目
し
つ
つ
比
較
し
、

今
後
の
研
究
課
題
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
民
主
同
盟
が
全
教
連
同
様
、
中
共
のヽ

政
策
転
換
を
促
す
こ
と
の
で
き
る
独
立
し
た
圧
力
団
仕
と
し
て
機
能
し
う
る
可

ヽ

　

ヽ

能
性
が
存
在
し
た
か
否
か
、
と
い
う
点
を
具
体
的
に
究
明
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

註
(
l
)
上
記
二
論
文
の
外
に
、
現
在
.
私
の
手
許
に
は
邱
銭
牧
・
林
鰹
柏
「
試

、

論
中
国
民
主
政
団
同
盟
的
成
立
与
意
義
」
「
北
京
臨
範
学
院
学
報
」
一

.
九
八
二
年
第
二
期
、
田
武
恩
「
試
述
第
三
次
国
内
革
命
戦
争
時
銅
的
中

間
路
線
」
「
史
学
月
刊
」
一
九
八
二
年
第
五
期
が
あ
る
。
前
者
は
政
団

同
盟
を
分
析
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
限
界
を
指
摘
し
っ
つ
も
、

そ
の
独
自
な
政
治
的
役
割
に
よ
り
重
点
を
お
い
て
評
価
し
て
お
り
、
注
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目
さ
れ
る
。
後
者
は
、
「
中
間
路
線
」
　
の
崩
壊
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
要
因
を
考

察
し
た
も
の
で
、
民
主
同
盟
の
独
自
な
政
治
的
役
割
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
夏
琢
掠
「
為
什
磨
説
〝
和
平
民
主
新
段
階
″
不
是
〝
投

′
降
主
義
路
線
L
 
r
中
学
歴
史
教
学
」
(
広
東
)
一
九
八
二
年
第
一
期
、
邱
銭
牧

・
林
位
相
.
「
論
民
主
同
盟
三
中
全
会
」
r
北
点
師
範
学
院
学
報
」
一
九
八
三
年

第
二
期
・
姜
平
「
解
放
戦
争
後
期
軋
中
国
民
主
同
盟
」
「
斉
魯
学
刊
二
九
八

三
年
第
四
期
、
等
が
あ
る
。
.
㌧

二
研
文
出
版
社
、
一
九
八
三
年
一
二
月
発
行
、
A
5
、
四
五
四
頁
、
七
五
〇
〇

円
)

一
九
八
五
年
度
こ

.
中
国
四
国
歴
史
学
地
理
学
協
会
大
全
予
告
l
r

一
、
日
程
一
一
月
二
三
日
(
祝
日
・
土
曜
日
)

午
前
一
〇
時
半
～
午
後
四
時
半
　
各
部
会
発
表
(
日
本
史
・
東
洋

.
史
・
西
洋
史
・
考
古
学
・
民
俗
学
・
地
理
学
・
社
会
科
教
育
)

午
後
五
時
～
六
時

午
後
六
時
～

一
一
月
二
四
日
(
日
曜
日
)

午
前
一
〇
時
～
正
午

理
事
会

懇
親
会

公
開
講
演

一
、
部
会
発
表
会
場
　
四
国
学
院
大
学
文
学
部

(
香
川
県
善
通
寺
市
文
京
町
三
上
丁
二

一
、
公
開
講
演
会
場
.
善
通
寺
市
布
民
会
館

(
香
川
県
善
通
寺
文
京
町
三
-
三
-
一
)

一
、
部
会
発
表
申
し
込
み
要
領

H
左
記
事
項
明
記
の
上
、
御
申
し
込
み
下
さ
い
。
.

M
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
　
H
所
属
機
関
名
・
所
在
地
・
電
話
番
号

H
発
表
希
望
部
会
名
　
H
発
表
題
月

H
申
し
込
み
締
切
　
九
月
五
日

伺
発
表
レ
ジ
ュ
メ
(
二
百
字
程
度
・
横
書
)
送
付
締
切
一
〇
月
二
〇
日

回
発
表
申
し
込
み
先
お
よ
び
レ
ジ
ュ
メ
送
付
先

≠
7
6
5
香
川
県
善
通
寺
市
文
京
町
三
-
二
⊥
　
四
国
学
院
大
学
文
学
部

、
国
鳥
浩
正
研
究
室
内
一
中
国
四
国
歴
史
学
地
理
学
協
会
事
務
局

〔
主
催
〕
中
国
四
国
歴
史
学
地
理
学
協
会

一
9
7

tosho-seibi-repo
長方形




